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Synopsis 


SHINOHARA, Keizaburo (Koiwa Kötö-Gakko, Tokyo 133) : Two new species of 
the genus Strigamia (Chilopoda: Geophilidae) from Japan. Acta Arachnol, 30: 
41-48 (1981). 

In Japan, the generic name Scolioplanes has been applied to a group of 
Geophilidae ever since, but the author holds the same view with CRABILL Jr. 
and other European authors who have been using Strigamia instead of Scolio- 
planes for the genus. Two new species S. platydentata spec. nov. and S. bicolor 
spec. nov. are described here. 


Strigamia の 分 類 学 上 の 位置 に つい て 

Geophilomorpha の Geophilidae (ツチ ムカ デ 科 ) に 属す る Dignathodontinae EH} Cook 
(1895, p. 71) に より family と し て 創設 され , 3 属 Dignathodon, Henia, Cheatechelyne を 信 
ん で いた 。 と ころ が Cook は 1904 年 に な っ て 北米 の 属 Tomotaenia を 含む Linotaeniidae を 創 
Wort. この 属 は 1895 年 に は Linotaenia と と も に Geophilidae に 含め られ て いた も の で ある 。 
Linotaeniidae に つい て Cook (1904, p. 73) は 当時 北ア メリ カ か ら 知 られ た 3 科 の 検索 実 の 中 に 
示 し た が , それ は 下記 の よう に 記載 も 不 充分 で , 科 と し て の 特徴 が 不明 瞭 な も る の で あっ た 。 “Body 
attenuated in front; cephalic lamina and the broad prebasal lamina covering the prehen- 
sorial leg”, 

CHAMBERLIN は その 後 1912 年 以 隆 1950 年 代 ま で の 報告 の 中 で Linotaeniidae の 科 名 の も と に , 
Linotaenia, Diplochora ほか 新 属 Malochora, Korynia お よび Javaenia な ど を 記載 し た 。 これら 
の 属 の 記載 に 当っ て は Linotaenia と 比較 し た も の が 多い 。 と ころ が 彼 は 1960 年 に な っ て Digna- 
thodontidae の 中 に 2 新司 を 記載 し , そこ で Linotaenia や Agathotus と の 比較 に お いて 記載 か 
な され た の で ある 。 Agathotus は ATTEMS (1929, p. 219) に し た が えば Dignathodontinae に 
属し て いる も の で ある 。 この 経過 か ら み る と CooK-CHAMBERLIN と 続い た Linotaeniidae は 
Dignathodontidae (一 nae) の シノ ニム で ある と 判断 せ ざ る を 得 な い 。 こ と の こと は Linoteenia 属 
の 性 格 を 検討 す 4 こ と に よっ て 判明 し て くる 。 Linotaenia の 属 名 は お も に アメ リカ の 学者 に より 
アメ リカ 産 の 種 に つい て 用 いら れ て お り , 対照 的 に ョ ヨーロッパ の 学者 は ヨー ロッ パ の 種 に Scoliop- 
lanes を 使用 し て いた 。 この 奇妙 な 平行 に つい て は , R.E. CRaBILL Jr. (1953, 1954) が ひと つの 
結論 を 出し て いる の で , 以下 に それ を 補足 し な が ら 論 じ て み た い 。 CRABILL JR. に よれ ば , 1842 
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年 に GRAY は Strigamia 属 を 創設 し , その 属 徴 を 次 の ご と く < 述べ た 。 

“Eyes none. Antennae 14 jointed, moniliform, rather elongate. Body linear, depressed. 
Feet very numerous, fifty pairs or more.” 

18472 C.L. Kocu は 3 種 の アメ リカ 産 ジ ムカ デ を 属さ せる も の と し て Linotaenia を 創設 し 
た が , その 時 に 特に 模式 種 を 指定 し な か っ た 。 1856 年 SAGER は 新種 fulva を 記載 し , それ を 
Strigamia (に 属さ せ た 。 186572 H.C. Woop (p. 181) は 北ア メリ カ の 多 足 類 を まとめ た と き , 
Strigamia の 属 徴 に つい て 次 の よう に 記し た 。 “Antennae approximate. Cephalic segment 
small, short, generally subtriangular, anteriorly narrowed. Body depressed, anteriorly 
attenuate. Segments and feed numerous.” そし て 北ア メリ カ 産 の 新種 を 含め 15 種 を リ り リストア 
ッ プ し た 。 その 中 で , S. fulva に つい て 次 の よう に 示し た 。 

STRIGAMIA FULVA, Sayer, Proc. A.N.S., vol. viii, p. 109 

4 á Wood, Journ. A. N. S. new series, 1863, vol. v, p. 47. 

な お この 15 種 の う も , 記載 の 不 充分 な も の 5 種 を 除い て 残り の 10 種 は 後に ATTEMs (1929) が 
Scolioplanes に 属さ せ て いる 。 

1866 年 に BERGSGE & MEINERT は Scolioplanes 属 を 新設 し,。 それ に acuminata, crassipes 
と maritima の 3 種 を 含め た 。 こ の うち 前 2 種 は Koch に よっ て 先 に Linotaenia と され て いた 
も の で ある 。1890 年 に Pocock は rosulans Kocu |=acuminata LEAcH] を Linotaenia DE 
式 種 で ある と 記し た の で あり , CRABILL JR. (1953) は Linotaenia の タイ プ が 決定 し た の は この 
時 で ある と 述べ て いる の で ある 。 

Cook (1895, p. 866) が Tomotaenia を 創立 し た の は , 彼 が ヨー ロッ パパ の 種 を Linotaenia に 
属さ せ て し まっ た た だ ため, アメ リカ の 種 に 適合 する 属 が 無く な っ た か ら で あ る 。 ATTEMS (1929) は 
Linotaenta の 当時 知ら れ て いた 11 種 を 検討 . その うち の 9 種 を Scolioplanes 属 の 若干 種 の シノ 
ニム と し , 1 種 を Schendyla 属 に 移し , 残り の 1 種 に つい て は 疑問 種 と し た 。 ATTEMS (1929, 
p. 229) が Scolioplanes の シノ ニム リス ト に Linotaenia (part.) と し た の は この た めで あり , 
Tomotaenia も Scolioplanes の シン シフ ノニ = ム と みな し た の で ある 。 

VERHOEFF (1935, p. 12) は BROLLEMANN が maritimus の 最終 歩 肢 節 前 背 板 (intercalar 
tergit 王 paratergite) の 両側 板 が 独立 し て いる こと を 指摘 し た の を 全体 に 適用 し , RE (Scoliopl- 
anes) に 2 亜 属 CScolioplanes と Protoplanes) を 設け た 。 し か し それ ぞ れ の 亜 属 に つい て タイ プ 
指定 を せ ず herzegowinensis, maritimus, m. japonicus, hirsutipes の 3 種 1 亜 種 を Protoplanes 
に 置き , Scolioplanes s. str. に は crassipes, acuminatus, transsilvanicus 7c © 8 fits A U20 
DEM, BRRSDKOCHS, 5% (1940, p. 121) は VERHOEFF (1935, p. 12) DORER EZIK 
REL, 次 の よう に 亜 属 の 検索 を 示 し た 。 

1. 最終 歩 肢 節 の 前 に ある 前 背 板 の 両側 に ある 側板 は その 奪 板 と 癒合 せ ず 独 立 し て 存する ……… 

ee inch subgen. Protoplanes VERH. 

2. 上 述 の 側板 は その 背 板 と 疹 合 し て ひと つと な り 独 立 せ ぬ … subgen. Scolioplanes s. str. 

この よう に Linotaenia と Scolioplanes が 欧米 で 別々 に 使用 さき され て いた が , Strigamia DELL 
と し て の 有効 人 性 を は じ め て 論じ し た の は CRABILL JR. (1953) で ある 。 彼 は Strigamia, Linotaenia 
お よび Scolioplanes の 三 者 の 関係 を 取り あげ , 1856 年 に SAGER が fulva を 記載 し て Strigamia 
に 属さ せ た と き に Strigamia の identity と type が 決定 し , GRAY 1842 年 の 名 称 が 生き て きた 
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EL, Linotaenia は C.L. Koch 1847 で ある か ら こ れ は Strigamia の ジュ ニア シノ ニム と な る 
と 主張 し た 。 彼 は 動物 命名 規約 の ュ ユー ド の opinion 46 に 従っ て この 結論 を 出し た の で ある 。 そし 
て Strigamia に 2 亜 属 Strigamia Gray と Linotaenia Koch が 含ま れる と 述べ た 。 Protopl- 
anes VERHOEFF 1935 は Strigamia の タイ プ で ある fulva が 含ま れる の で Strigamia EHO 
ジュ ニア シノ ニム と な る こと も 付記 し て いる 。 

と ころ が 翌年 CHAMBERLIN (1954) は GRAY の Strigamia の 記載 は 前 述 し た よう に 簡単 すぎ 
T, どの 科 , 届 に も あて は まる よう な も の で ある か ら , SAGER が fulva を 含め た 1856 年 に 有効 属 
と な っ た の で あり , Linotaenia Kocu 1847 の ジュ ニア シノ ニム で ある と いう 全く 逆 の 取扱 い を 表 
明 し た の で ある 。 また 彼 は VERHOEFF (1934, p. 22) の 創立 し た Paraplanes (Scolioplanes に 
近似 の 属 で , 最終 胸板 の 形 や 基 節 腺 孔 群 が 胸板 と の 境 に 1 列 に 存在 する こと な ど で 区 別 さ れる ) に 
対し て は , VERHOEFF (1938) が 記載 し た P. californicus は Tomotaenia parviceps の シン ノニ 
ム で ある と 述べ た 。 同年 CRABiLL Jr. (1954) は この CHAMBERLIN の P. californicus は P. 
svenhedini と congeneric で ある と いう 前 提 に な けれ ば な ら ぬ し , そう すれ ば 必然 的 に Parapl- 
anes は Tomotaenia の subjective synonym と な る と し て , svenhedini の 記載 の 不 充 分 さ を 指 
摘 し つつ Agathothus, Tomotaenia お よび Strigamia の 3 属 の 検索 表 を 提示 し た の で ある 。 

以上 の 経過 を あふ まえ て , それ 以降 学界 の 主流 は Scolioplanes を 廃棄 し Strigamia に 統一 され 
た 。 し か る に 日 本 に 於 て は , その 後 4 半 世紀 の 間 , Scolioplanes を 使用 し て いた の で ある 。 こ の 際 , 
筆者 は この CRABILL JR. (1953) の 整理 し た scheme に し た が っ て Strigamia を 採用 し , HE 
と し て Strigamia, Linotaenia を 用 いる こと と す る 。 日 本 産 の 種 に 関係 の ある CRABILL JR. 
(1954, p. 417) の 検索 表 の 1 部 を 引用 する と 次 の ご と く で ある 。 

D-1. Ultimate pedal pretergite separated from its pleurites by longitudinal sutures 

EC Strigamia (Strigamia) GRAY 
D-2. Ultimate pedal pretergite fused with its preurites 
EUR PATE Strigamia (Linotaenia) C.L. KocH 

HÆÆ Strigamia は ATTEMS (1927) に より , hirsutipes, alokosternum の 2 新種 が Scoli- 
oplanes の 属 名 の も と に 記載 され た の が は じ め て で , 高桑 (1933) は 千島 阿 頼 度 島 より acuminatus 
LEAcH を 報告 し た 。 193446 VERHOEFF は 高桑 の 送っ た 標本 より tanssilvanicus を 同定 し , B 
年 (1935, p. 12) に maritimus japonicus を 記載 し た 。 さらに Takakuwa (1935, p. 236) は 
monoporus と tenuiungulatus の 2 新種 を 追加 し た 。 以上 の 結果 , HAR Strigamia BOI, 
Linotaenia 亜 属 に transsilvanicus と acuminatus の 2 種 , 他 は Strigamia 亜 属 に 含ま れる 5 
種 が 既知 で あっ た が , 以下 に 2 新種 を 追加 記載 する 。 

新 群 の 記載 
Strigamia GRAY ベニ ジム カ デ 属 Hm) 
Strigamia (Strigamia) platydentata spec. nov. 
キヨ スミ ベニ ジム カ デ ( 新 称 ) 

体長 15 mm, 体 幅 約 1 mm。 体 色 は 黄色 。 歩 肢 対数 は 55~59。 頭 板 の 縦 横 径 は ほぼ 等 し い 。 H 
肢 は 閑 じ た と き 頭 の 前 縁 に 達する 。 触角 は 糸状 で , 基部 数 節 を 除い て その 縦横 径 は ほぼ 等 しい か, 
幅 が や や 大 きい 。 第 1 小節 は 特に 大 きく , また 末端 小節 の み は 縦 径 が 幅 の 約 2 倍 弱 ある 。 体 長 は 触 
角 長 の 約 7, 8 倍 。 吾 肢 の 貴 爪 の 基部 に ある 歯 は 爪 と 離れ , 平行 四辺 形 で 前 縁 は 属 た い 刃 状 を な し 
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Figs. 1-6. Strigamia platydentata spec. nov. 
1. Anterior part of body. 2. Terminal four articles Of antenna. 3. Toxicognath 
segment (ventral view). 4. The last segment of male. (dorsal view). 5. The same 
(ventral view). 6. The last segment of female (ventral view). 


THY, MED LS SAGER CIL To, BRUTTO TTS MET. GHD (LO ENT 
RE LEE BET, EIER ARIS bA WENEREI, 数 本 の ご く 短 か 
VEREINE 横 列 を な し て 生じ , ErDER SG LWA RL Er DS. 胸板 に は キチ ン 縦 条 
な し 。 中央 縦 洪 が ある 。 微小 な 球 毛 列 が 胸板 に も ある 。 体側 の 各 気 門 は 丸い 。 各 歩 肢 の 一 毛 は 短 か 
く 少 な い 。 歩 肢 の 爪 は 完全 。 最終 胸板 は 台形 を な し , 微 球 毛 が 散 生 し , 後 縁 は お お よそ まっ すぐ で 
ある 。 そ の 基 側 板 腺 了 比 は 12, 3 個 あ り , 後方 に な る ほど 大 きい 。 雄 の 最終 歩 肢 は 膨 太 し , 微小 な 毛 
が 全面 に 徐 生 し て いる 。 そ の 爪 は ご く 小 さい 。 肛 門 節 に 端 志 は 存在 し て いる 。 

Holotype: 雄 。 千 葉 県 清 湊 山 に て 1972 年 12 月 11 日 , 加藤 宏 保 氏 採 集 。 筆 者 保 存 。 

Paratype: Ht, 上記 と 同じ 。 筆 考 保存 。 


近似 種 と の 区 別 点 : 本 種 は herzegowinensis VERHOEFF と , FAR OGRE, 最終 胸板 の 形態 お よ 
び 歩 肢 の 束 毛 が 小さ く 少 な いこ と な ど で 酷 似 し て いる が , 触角 の 各 小 節 が 短 か い 点 , 最終 歩 肢 の 基 
側板 腺 防 の 大 き さ が 不 等 で ある こと , 歩 肢 対 数 が 45 対 で な くず つと 多い こと な ど で 異 な っ て いる 。 
また 本 種 の よう な 誤 肢 の 基部 の 歯 の 特徴 を 有 し て いる を も の は 日 本 産 既 知 種 に は な い 。 
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Strigamia (Strigamia) platydentata spec. nov. 


Diagnosis: Closely resembling europeans herzegowinensis. Basal process 
(node) of toxicognath-claw is large parallelogram-form, its anterior margin is 
blade-like, closely related to the mentioned herzegowinensis. But each antennal 
articles of the new species is short, coxal pores of the ultimate legs are 
irregular in size respectively, and the number of legs is 55-59 as compared with 
45 of herzegowinensis. 

Description: Body length approximately 15-20 mm, width nearly 1 mm. 
General colour yellow, but head and toxicognath segment deep brown. Pairs 
of legs 55-59. Head plate equal in lengthwise and crosswise. Antennae slender, 
the length of each articles are equal or slightly shorter than the width, except 
for several basal articles, but the length of distal-end article is about twice its 
breadth. Basal node of toxicognath-claw is large parallelogram-form, not trian- 
guar cone, its anterior margin blade-like; poisonous gland situated near anterior 
margin of prefemur. Other articles of prefensor without process, and coxoster- 
num without tooth on its anterior edge. Tergites bearing several setae in two 
transversal rows, but without longitudinal sutures. Pretergital plates with 
transversal setae. Sternites hardly setose, and without chitinous line, but have 
a median cleft or sulcus. Ultimate podal sternite is trapezoid, its posterior 
margin straight, with scarcely any setose. Coxopleural pores are about a dozen, 
irregular in size respectively, and the posterior the larger. The whole last leg 
of male is thick, hairy. The ultimate apical claw conspicuousely shorter than 
that of anterior legs. Anal pore is present. 

Holotype: Male, Mt. Kiyosumi, Chiba, Dec. 11, 1972, collected by Mr. Hiro- 

yasu KATO. 

Paratype: 1 Female, the datum is the same as above. 


Both specimens preserved in the author’s collection. 


Strigamia (Strigamia) bicolor spec. nov. 


エリ ジロ ベニ ジム カ デ ( 新 称 ) 

体長 は 約 25~35 mm に 達する も の が ある 。 体 色 は 赤 味 を 帯び た 黄色 で ある が , 顕 肢 節 と 第 1 胴 
節 は 白色 で きわ だ っ て いる 。 歩 肢 対数 は 47, 49。 頭 板 縦横 径 比 は ほぼ 1 , 触角 は 細長 く , その 第 1 小 
節 は 大 きい 。 基 部 の 数 小節 は 長き さき が 幅 の 1.5 倍 ぐら いあ る が , 先 の ほう で は 幅 の ほう が 長 さ の 1.5 
倍 あ り , 末端 節 は 長 さ が 幅 の 約 2 倍 。 顎 肢 の 爪 の 根 に ある 突起 は 大 きく 3 角 雛 状 。 ほ か の 節 に 突起 
や 冶 起 は 無い 。 体 の 中 央 部 の 胸板 に は 両側 に 丸い 腹面 腺 孔 域 が あり , REIT DISS. 最終 肢 基 節 腺 
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Figs. 7-14. Strigamia bicolor spec. nov. 
7. Head and the first leg-bearing somite. 8. Terminal two articles of antenna. 
9. Prefensorial segment. 10. 30th sternite. 11. Claw of leg. 12. The last segment 
of male (dorsal view). 13. The same (ventral view). 14. The last segment of 
female (ventral view). 


孔 は 数 個 で , 後方 の も の ほど 大 きい 。 雄 最終 肢 は 著 る し く 膨 大 し , 全面 に 細 微 毛 を 密生 し , その 人 爪 
は 前 方 の 歩 肢 に くら べ 著 る し く 小 さい 。 端 孔 は 存在 し て いる 。 
Holotype: HE, 千葉 県 清洲 山 荒 極 沢 に て , 1977 年 9 月 22 日 桑原 幸夫 氏 採 集 。 筆 者 保存 。 


Strigamia (Strigamia) bicolor spec. nov. 


Diagnosis: Closely related to S. maritima japonica, but basal node of pre- 
fensorial claw is conspicuously large, and toxicognath and the first leg-bearing 
somites are discolour. 

Description: Body length nearly 25-35 mm. General colour reddish yellow, 
but toxicognath and the first podal somites discolour or whitish. Pairs of legs 
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47-49. Head plate equal in lengthwise and crosswise. Antennae slender, the 
first article large and wide, ratio of length and width of several basal ones are 
3: 2, but those of distal some articles are 2: 3. Distal end article about twice 
as long as wide. Basal node of prefensorial claw is large triangular cone-form, 
its apex being acute. Tibia and femur of toxicognath without process respec- 
tively. Sternite of median part of trunk with ventral pores in round areas on 
both posterior sides, and with hardly any setose. Coxopleural pores on the 
ultimate leg are 5-8, the posterior the larger. The last leg of male is thick 
and hairy throughout its length. Claw of the last leg conspicuously shorter 
than those of other legs. Anal pore is present. 

Holotype: Male, Arakashi-zawa, Mt. Kiyosumi, Chiba, Sep. 24, 1977 colle- 
cted by Mr. Yukio Kuwabara, and preserved in the authors collection. 


放 辞 
本 研究 に 使用 し た 標本 を 採集 し 恵 手 され た 加藤 宏 保 。 桑原 辛 夫 両 氏 深 席 す る 。 


References 


ATTEMS, C., 1926. Chilopoda, in Kükenthal und Krumbach’s Handbuch der Zoologie, 
4(1) : 239-402. 

1927. Neue Chilopoden. Zool. Anz., 72(11/12) : 291-305. 
1929. Geophimorpha, in Das Tierreich, 52, I-XXIII+1-388. 

CHAMBERLIN, R. V., 1944. Some chilopods from the Indo-Australian Archipelago, Notulae 
Naturae, 147: 1-14. 

1954. Notes on the Chilopod genera Linotaenia and Tomotaenia with description 
of a new Korynia. Ent. News, 65: 177-122. 

Cook, O.F., 1895. An arrangement of the geophilidae, a family of Chilopoda. Proc. Unit. 
Stat, Nat. Mus., 18: 63-75. 

1904. Myriapoda of northwestern North America. Harrimann Alaska Expedi- 
tion, 8(1): 49-83. 

CRABILL JR., R.E., 1953. The genotypes of Strigamia, Linotaenia and Scolioplanes. Ent. 
News, 64: 169-172. 

1954. Concerning Tomotaenia and Paraplanes with the description of a new 
dignathodontid centiped from Missouri. Canad. Ent., 86: 416-419. 

Eason, E.H., 1964. Centipeds of the British Isles, 294p., London. 

Matic, Z. & C. DARABANTU, 1968. Contributii la cunoasterea genurilor Strigamia, Pa- 
chymerium si Dicellophilus (Chilopoda, Epimorpha) din fauna Romaniei. Stud. Univ. 
Babes-Bol., biol., (1) : 91-94. 

RARA, 1940. ジム カ デ 目 . 日 本 動物 分 類 9(8-1) : 1-7+1-156, 東京 . 


48 Re ik = = Bp 


VERHOEFF, K. W., 1928. Geophilomorphen, Beiträge und eine Lithobius-Form. Mitt. Zool. 
Mus. Berlin, 14(2) : 227-286. 
1934. Schwedisch-chinesische wissenschaftliche Expedtion nach den norwestli- 
chen Provinzen Chinas. Ark. Zool. 26A (10) : 1-41, 5 pls., 
1935. Uber Scolioplanes, Zool. Anz., 111: 10-23. 
1938. Chilopoden-Studien zur kenntnis der Epimerphen. Zool. Jb. Syst., T1 : 339 
-388. 
1938. Über einiege Chilopoden des Zoologischen Museum in München. Zool. 
Anz., 123: 123-130. 
Woop, H.C., 1865. On the Myriapoda of North America. Trans. Amer. Philos. Soc., 8 
(n.s.) (2) : 137-248, 3 pls. 


